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平成３１年　浜田商工会議所 新春互礼会　開催

　平成３１年１月７日（月）、鈴蘭別館において「平成

３１年　浜田商工会議所　新春互礼会」を開催しました。

当日は、来賓として久保田浜田市長、大屋島根県議会議

長をはじめ、１０名の方々にご臨席を賜りましたこと、

お礼申し上げます。また、合わせて６１名の役員・議員・

各部会の常任委員の皆様にもご出席いただきました。

　本年も役員・議員の皆様をはじめ、会員の皆様には、

昨年と変わらぬご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

年頭の挨拶を述べられる櫨山会頭
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- 浜田商工会議所では事務委託事業所を募集しています！ -

　

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
正
月
三
が
日
の
天
気

が
良
く
、
四
日
に
私
共
の
会
社

も
商
工
会
議
所
も
仕
事
始
め
で

し
た
。
そ
の
後
、
挨
拶
回
り
に

行
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
五
・
六
日

が
土
・
日
で
四
日
は
谷
間
と
い

う
こ
と
も
あ
り
お
休
み
さ
れ
て

い
る
所
も
多
く
、
伺
っ
て
も
不

在
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
今
日
か
ら
仕
事
始
め
と

い
う
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
気
分
を
新
た
に
こ
の
互
例

会
に
て
鋭
気
を
養
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て

は
、
世
界
全
体
を
見
る
と
米
中

の
対
立
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

や
り
方
等
の
問
題
等
、
多
々
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
に
関
し

て
言
え
ば
日
韓
の
葛
藤
が
ご
ざ

い
ま
す
。
先
般
の
レ
ー
ザ
ー
照

射
の
問
題
は
、
お
互
い
が
ま
る

で
子
供
が
喧
嘩
を
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
、
最
後
に
は
分
が

悪
い
方
が
揚
げ
足
を
取
る
よ
う

な
言
葉
の
喧
嘩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
関
係
が
い
つ
ま
で

続
く
の
か
、
や
は
り
何
と
か
正

常
に
戻
さ
な
け
れ
ば
、
浜
田
港

の
唯
一
の
航
路
が
韓
国
釜
山
で

す
の
で
、
地
方
に
ま
で
影
響
が

及
ぶ
こ
と
に
な
れ
ば
大
き
な
問

題
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
ん
と

か
面
子
を
つ
ぶ
さ
な
い
形
で
納

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

株
価
も
上
が
っ
た
り
下
が
っ

た
り
安
定
し
て
お
ら
ず
、
今
日

は
上
が
っ
た
よ
う
で
す
が
波
乱

含
み
の
年
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、

皆
様
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
つ
つ

仕
事
を
是
非
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
浜
田
を
元
気
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
ほ
ど
市
長
さ
ん
か
ら
も
ご

挨
拶
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
開
府

４
０
０
年
の
様
々
な
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
議
所

と
し
て
も
経
済
界
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年

新
春
互
礼
会
あ
い
さ
つ

会議所月報（１月４日～２月１１日）
浜
田
商
工
会
議
所  

会 

頭 
 

櫨
山　

陽
介

浜
田
市
長  

久
保
田　

章
市

　

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
商
工
会
議
所

の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
地
域
の

産
業
振
興
、
地
域
経
済
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
事
業
承
継
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
五
月
に
商
工
会
議
所
の
中

に
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
い
た

だ
き
ま
し
て
、
相
談
件
数
も
毎

月
の
よ
う
に
増
え
て
お
り
、
実

際
に
承
継
が
完
了
し
た
件
数
も

増
え
て
い
る
と
い
う
報
告
を
受

け
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

世
の
中
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
一

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
お
か
げ
さ
ま
で
浜
田
市
の

経
済
面
に
お
い
て
は
明
る
い
話

題
も
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
し

た
。
外
ノ
浦
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
、
外
国
船
が
浜

田
港
に
三
回
寄
港
し
外
国
人
の

方
が
浜
田
市
内
を
散
策
す
る
姿

も
見
ら
れ
、
十
一
月
か
ら
中
国

電
力
火
力
発
電
所
二
号
機
の
建

設
が
進
ん
で
お
り
、
千
人
を
超

え
る
方
が
お
越
し
に
な
り
工
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
地
域
経
済
に
と
っ
て

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
漁

業
に
お
い
て
も
、
一
昨
日
に
魚

市
場
で
の
初
市
の
式
で
発
表
が

あ
り
、
昨
年
一
年
間
の
浜
田
港

水
揚
げ
高
は
五
六
億
五
千
万
円

で
前
年
が
五
四
億
円
で
す
の

で
、
二
億
五
千
万
円
上
回
っ

た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
寄
付
に
お
い

て
は
自
治
体
間
競
争
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
四
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
ヶ
月
間

で
一
二
億
五
千
八
百
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
、
前
年
を

八
百
万
円
上
回
り
ま
し
た
。
競

争
激
化
に
加
え
総
務
省
の
厳
し

い
指
導
の
な
か
に
あ
っ
て
大
い

に
健
闘
し
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
方
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

四
五
〇
万
円
の
目
標
に
対
し
て

七
二
五
万
円
と
い
う
超
過
達
成

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
防
犯
カ

メ
ラ
十
台
設
置
予
定
を
十
五
台

設
置
に
上
方
修
正
し
て
、
ど
こ

に
設
置
す
る
の
か
と
い
っ
た
警

察
と
の
協
議
を
今
後
進
め
て
い

き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
開
府
４
０
０

年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
に
藩

の
数
は
約
三
百
あ
る
そ
う
で
す

が
、
多
く
は
江
戸
幕
府
開
府
後

に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
こ
十
年

辺
り
で
全
国
三
百
近
い
場
所
で

開
府
４
０
０
年
祭
り
が
行
わ
れ

る
の
が
当
た
り
前
と
は
思
い
ま

す
が
、
本
格
的
に
取
組
む
自
治

体
は
少
数
で
あ
り
、
そ
の
一
つ

が
浜
田
市
で
す
。
過
去
四
百
年

を
振
り
返
る
と
と
も
に
将
来
の

浜
田
を
考
え
る
と
い
っ
た
機
会

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
九
日
の
浜
っ
子
春

ま
つ
り
を
ス
タ
ー
ト
と
致
し
ま

し
て
、
八
月
に
は
花
火
大
会
、

八
月
下
旬
に
は
浜
田
川
を
利
用

し
た
川
遊
び
の
大
会
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
十
月
十
三
日
に

記
念
式
典
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

て
商
工
会
議
所
と
誘
致
活
動
を

進
め
た
北
前
船
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

来
年
三
月
開
催
に
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
一
年
を
通
じ

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
浜

田
に
ご
縁
の
あ
る
様
々
な
方
々

に
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
多
く
の
方
に
浜
田
に
お
越

し
い
た
だ
き
地
域
経
済
へ
の
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
、
私
共
も
一

生
懸
命
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で

商
工
会
議
所
の
皆
様
方
に
も
一

緒
に
取
組
ん
で
い
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

商
工
会
議
所
の
益
々
の
ご
発
展
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
開

会
に
あ
た
っ
て
の
お
祝
い
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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労 働 保 険 事 務 委 託 に つ い て
- 浜田商工会議所では事務委託事業所を募集しています！ -

事務委託によるメリット！
①労働保険に関する事務処理を一括しますので事業主の事務負担が

　軽減されます。（年度更新も含む）

②また、労働保険料を金額に関わらず3回に分割して納付することができます。

③事業主または家族従業員も労災保険に加入することができます。（特別加入）

・労働保険の事務手続きがわからない

・人手不足で事務処理をする余裕がない

・関係官庁(ハローワーク等)に出かけるのが面倒

・事業主及び家族従事者も労災に加入したい

こんな時も！

　労働保険の加入手続きはお済でしょうか？労働保険の加入手続きをとられていない事業主の方は、速やかに加入手続きをとられ
るようお願いいたします。浜田商工会議所では会員サービスの一環として事務組合を運営しており、労働保険に関する事務処理を
一括して代行しております。

　

お問い合わせ　浜田商工会議所　総務課　　TEL：0855-22-3025　

マ ル 経 資 金 の メ リ ッ ト

マ ル 経 資 金 ( 経 営 改 善 貸 付 )
- 無担保 ・ 無保証人 ・ 小規模事業者経営改善資金 -

① 担保、保証人、信用保証とも一切不要です。　  ② 保証料、手数料とも不要、金利は実質金利です。
③ 借入後の金利変動がない固定金利です。  　　　④ 安心して利用できる国の融資制度です。

運転資金・設備資金　2,000 万円　 　 利率　1.11％ ( 固定金利 )　　返済期間　　
運転資金　最長 7 年

設備資金　最長 10 年

融  資  の  対  象  者

 ① 現在、旧浜田市内で 1 年以上事業を営んでいる方　
 ② 常時使用する従業員が 20 人以下 ( 商業・サービス業 5 人以下 ) の方
 ③ 納税すべき税金 ( 所得税・法人税・事業税・住民税 ) を完納している方
 ④ 従前から浜田商工会議所の経営指導を受けている方　　    ⑤ 日本政策金融公庫の対象事業である方

お問い合わせ　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025　

（平成 31 年 1 月 17 日現在）　

（据置 1 年以内を含む）　

（据置 2 年以内を含む）　

　マル経資金は、安心・有利な公的融資制度、小規模事業所の方々の経営の改善に役立てて頂くための国の融資制度です。
　

※運転資金・設備資金は今回の申込金額と利用残高の合計が 1,500 万円を超える場合、事業計画書、報告書が必要となります。

会議所月報（１月４日～２月１１日）
 会議所の動き

１月   ４日（金）　仕事始め式
　　　　　　　  新年浜田市民賀会
１月   ６日（日）　浜田市消防出初め式
１月   ７日（月）　島根県知事他新年あいさつ回り
　　　　　　　  新春互例会
１月   ９日（水）　浜田港福井地区ガントリークレーン供用式
１月１０日（木）　2019 ＡＬＬいわみイチオシ商品発表会
１月１５日（火）　ベストウイズクラブ総会
１月１６日（水）　はまだ産業振興機構事務局会議
１月１７日（木）　島根・鳥取商工会議所事務局長会議
１月１８日（金）　広島島根県人会新年会
１月２２日（火）　事業承継個別相談会
１月２３日（水）　海上自衛隊艦艇の物資補給基地

　　　　　　　　誘致要望活動
１月２３日（水）　浜田市社会福祉協議会地域包括
　　　　　　　　支援センター検討委員会
１月２３日（水）　浜田漁港活性化検討委員会
１月２８日（月）　浜っ子春まつり実行委員会
１月３１日（木）　島根・鳥取商工会議所専務理事会議
２月  ２日（土）　更生保護３団体合同研修会
　　　　　　　　・新年情報交換会
２月  ４日（月）　浜田商工会議所石央商工会意見交換会
２月  ６日（水）　浜田市観光協会理事会
２月  ８日（金）　ビジネスフェア中四国２０１９
２月  ９日（土）　ビジネスフェア中四国２０１９
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　専 門 家 に よ る

事 業 承 継 相 談 会
無料

平成３１年２月２６日（火）　
１０時　～　１５時

日　時

場　所

相談員

≪ご予約・お問合せ先≫

　　浜田商工会議所

　　TEL：０８５５－２２－３０２５

　※なお、上記以外でも相談を受け付けておりますので

　　お気軽にお問合せください。

中小企業基盤整備機構 中国本部

事業承継コーディネーター

村上　弘基　氏

島根県事業承継推進員

佐田　正徳　氏

浜田商工会議所

「 生 命 共 済 制 度 ・ 漁 火 　 増 口 キ ャ ン ペ ー ン 」 の お 知 ら せ

・ ・ ・ アクサ生命保険株式会社とともに生命共済制度をご案内します！ ・ ・ ・

　このキャンペーンは、浜田商工会議所が福祉共済制度の一層の充実を目指して行っている
キャンペーンであり、会員事業所の皆様に広く知っていただき、皆様の福利厚生の充実、経
営基盤の強化に役立てていただきたいという主旨によるものです。
　本商工会議所職員及びアクサ生命保険株式会社の共済制度推進員がお伺いしました際に
は、是非ご協力いただきますよう、お願い申し上げます。

>>> 期間 ： 平成３１年１月９日 （水） ～ ３月２９日 （金）

【お問合せ先】
　　浜田商工会議所　TEL：0855-22-3025　FAX：0855-22-5400

詳しくは、下記までお問い合わせください。

火　災　共　済
【島根県火災共済協同組合】

『生命共済制度・漁火』

【制度概要】
　割安な掛金で、業務上、業務外を問わず２４時間保障の上、ガン死亡特約付きです。さら
に当所独自の見舞金や祝金制度も充実しております。その上、毎年収支計算を行い、剰余金
が生じた場合は、契約者あてに契約者配当金をお支払します。
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浜
田
商
工
会
議
所

青
年
部
レ
ポ
ー
ト

二
月
号

  　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
七
日

（
土
）、
安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
『
ア
ル
テ
ピ
ア
』
に
お
い
て

安
来
商
工
会
議
所
青
年
部
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
九
名
で

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
同
式
典
は
、
歴
代
会
長
へ
の

表
彰
や
、
三
十
周
年
事
業
「
や

す
ぎ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン　

ど

じ
ょ
ナ
リ
エ
」
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の

映
像
や
記
念
事
業
ロ
ゴ
な
ど
、

安
来
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
小
ホ
ー
ル

に
移
し
、
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た

内
容
で
、
改
め
て
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
角
実
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
ご
自

身
の
熱
い
思
い
や
、
安
来
Ｙ
Ｅ

Ｇ
島
田
会
長
と
の
絆
が
感
じ
ら

れ
、
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

安
来
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

安
来
商
工
会
議
所
青
年
部

 

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

 
 
 
 
 
 
 
 

島
根
県
安
来
市

式
典
に
参
加
し
た浜

田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

  　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
五

日
（
金
）
、
浜
田
商
工
会
議
所

三
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
一

月
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
来
賓
と
し
て
、
浜

田
商
工
会
議
所
会
頭　

櫨
山

陽
介
様
、
浜
田
商
工
会
議
所
副

会
頭　

福
濱
秀
利
様
、
そ
し
て

多
く
の
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
原
田

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の

方
々
を
代
表
し
櫨
山
会
頭
様

と
、
浜
田
商
工
会
議
所
青
年
部

Ｏ
Ｂ
会
幹
事
長　

矢
口
伸
二
様

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
総
会
は
、
会
員
数
四
十
六

名

に

対

し
、

出

席

会

員

数

四
十
三
名
（
内
訳 
本
人
出
席

二
十
五
名
、
委
任
状
十
八
名
）

に
よ
り
成
立
し
ま
し
た
の
で
、

議
長
（
原
田
会
長
）
進
行
の
も

と
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
三
十
一
年
度
の
新
役

員
選
出
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
（
藤
原
選
考
委

員
長
）
の
選
考
を
経
て
、
新
役

員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
員
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一　

月　

定　

時　

総　

会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

　

そ
の
後
懇
親
会
を
開
始
す
る

前
に
、
新
執
行
部
紹
介
と
金
田

次
年
度
会
長
よ
り
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
を
行
い
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
一

時
間
の
懇
親
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

大
変
お
忙
し
い
中
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　

（
総
務
委
員
会

委
員
長　

杖
田　

浩
崇
）

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六

日
（
土
）、
石
見
四
市
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交

流
会
が
大
田
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す
に
て
開
催
さ

れ
た
交
流
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

石
見
四
市
交
流
会
と
は
大
き
く

趣
向
が
異
な
る
『
料
理
教
室
』

で
し
た
が
、
料
理
を
普
段
あ
ま

り
す
る
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、

終
始
和
や
か
に
交
流
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
バ
ス

で
三
十
分
ほ
ど
走
っ
た
場
所
に

あ
る
さ
ん
べ
荘
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
懇
親
会
の
前
に
は
、

施
設
の
温
泉
に
も
入
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
石
見
四
市
交
流
会

は
、
浜
田
が
主
管
と
な
り
ま
す
。

我
々
も
今
回
の
大
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

皆
様
に
負
け
な
い
よ
う
な
お
も

て
な
し
の
心
で
お
迎
え
す
べ
く
、

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
大
田

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
、
こ
の
度
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

石
見
四
市
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

 
 

島
根
県
大
田
市

原
田
議
長
進
行
の
も
と
、

議
事
を
審
議
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

料
理
教
室
に
て
、
ス
イ
ー
ツ
作
り
を

楽
し
む
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

石
見
四
市
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会
に

参
加
し
た
浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
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　 『 働 き 方 改 革 』 が 始 ま り ま す ‼
２ ０ １ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら

働 き 方 改 革 関 連 法 が 順 次 施 行 さ れ ま す

ご周知
ください！！

事 業 主 の 皆 さ ま へ

　皆さんご承知の通り「働き方改革関連法」が２０１８年６月に成立し、７月６日に公布されました。２０１９年４月１

日から「働き方改革関連法」が順次施行されます。

　そこで①一定日数の年次有給休暇の確実な取得②時間外労働の上限制導入③不合理な待遇差の禁止について、３回に分

けて説明します。今回は、２回目で②時間外労働の上限制導入について説明します。

②時間外労働の上限制導入
【見直しのポイント】

●時間外の上限はかなり複雑な仕組み（図表参照）

●施行日は２０２０年４月から、早めの準備が必要

●月４５時間、年間３６０時間を義務化

●左記の□囲みの①から④までの全てを同時に遵守して
　いかなければならない

①時間外労働は年７２０時間以内

②時間外・休日労働は月１００時間未満

③２ヶ月ないし６ヶ月における期間の時間外・休日労働の
　平均を８０時間以内

④時間外労働が月４５時間

　◎残業時間の上限は、原則として月４５時間・年３６０時間とし、臨時的な特別の事情がなければ
　　これを超えることはできません。（月４５時間は、１日当たり２時間程度の残業に相当します。）

　◎臨時的な特別の事情があって労使が合意する場合でも、
　　・年７２０時間以内
　　・複数月平均８０時間以内（休日労働を含む）
　　・月１００時間未満（休日労働を含む）
　　を超えることはできません。（月８０時間は、１日当たり４時間程度の残業に相当します。）
　　また、原則である月４５時間を超えることができるのは、年間６か月までです。


